










































































































































① 新村地区に一面のひまわり畑を開花し、そのPR や利用から地域を元気にする 
   JA 新村青年部との連携による栽培、マスコミ等での PR、収穫と加工販売 
② 学生がひまわりの栽培からPR に関わることで、体験学習法に基づく学びの場をつくる 
   ひまわり祭りブースの企画と運営によるPR、商品開発、学びの評価ほか 
 
 学生を今年も新たに募集したところ、昨年度に活動した 3 年生 2 名が継続し、1 年生からは別の
















イベントを盛り上げ、PR を行った。当日は野菜や飲み物の物販と、美術展を 9:00~11:00 と





込み、スケジュールの変更が 1.5 か月前に行われた。 






いた学生の提案に寄り、人の流れに合わせて午前は 9~11 時、午後は 15～17 時と時間を決めて
開催した。特別企画としてひまわり美術展を開催、近くの新村保育園に協力をもらい、全園児








図 1 販売の様子       図 2 ひまわり畑      図 3 美術展の様子 












生で計 8 名、有効回答７件であった。 
（ア） 活動に対する自己評価 
中間値 2.5 を基準として、全ての項目の平均値は 2.63 で、やや上回った。つまり、事業は予定通
り達成でき、概ねうまくいったが、とりわけ大成功でない、というレベルで学生は評価している。 
図 4 ひまわりプロジェクトがうまくいったか 
 
（イ） 自身の関わりについての自己評価 



























 大学における地域実践教育の評価手法に向けて「新村ひまわりプロジェクト 2012」を事例に 97
たので有意義だという評価である。しかし、準備など想定以上のすべきことがあり、知識が不足し、
学生同士で完結できなかった点で、自身の力が足りないと気づき、低評価となった学生もいる。 






















































































表 3 が、地域実践教育におけるルーブリックの評価項目案である。 







































  ・創造・企画力（計画・情報・アイデア・表現） 
  ・実行・推進力（交渉・責任・協調） 
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